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① 既存の枠組みにとらわれない自由で挑戦的・融合的な
研究を支援すること

② 我が国の科学技術・イノベーションの将来を担う優秀な
志ある博士後期課程学生への経済的支援を強化する
こと

③ 博士人材が幅広く活躍するための多様なキャリアパスの
整備を進めること

事業の目的（JST)
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事業の概要（JST)

【目的】
 博士後期課程学生による既存の枠組みにとらわれない自由で挑戦的・融合的な研究を支援
 生活費相当額を支給することで学生が研究に専念できる環境を整備（国費により研究奨励費及び事業統括配分経費を支給）
 優秀な博士後期課程学生を多様なキャリアパスで活躍できる博士人材へと導く

事業統括を
審査、選定

 事業統括の構想
 博士後期課程学生の選考方法・クライテリア
 博士後期課程学生の人数
 支援策（海外派遣、企業インターンシップ等）の内容
 支援体制（事業統括の権限、URA等支援者の有無）

事業統括（学生の選抜及び運営責任者）

JST
JST

事業統括配分経費

研究奨励費等

JST

モニタリング・評価

JST公募要領を改変して使用

優秀な学生を選抜した上で

• 研究奨励費等の支給
• キャリアパスの確保等

創発的な場

学生A 学生B

【サポート例】

卓越した研究者等らからなるメンター群

プログラムを企画・実施するURA等

【機能例】
 国際性の涵養
 学際性の涵養
 キャリア開発
 トランスファラブルスキルの習得
 インターンシップ 等
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同志社大学大学院博士後期課程

次世代研究者挑戦的研究プロジェクト
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来れ、同志社大学大学院博士後期課程！
叩け、その扉を！

今、将来を見据えたとき、

（１）「挑戦する気持ちを持ち続けようと思う」
（２）「融合が生む新たな領域を切り開きたい」
（３）「世界を意識しそれを行動に移すべきだ」
（４）「豊かなキャリアは自らの一歩で始まる」

ひとつでもこのように思うあなたがいたなら、
あなたのチャレンジを「次世代研究者挑戦的研究プロジェクト」が
しっかり支援します。

あなたの思いは、本プロジェクトの特徴的な支援内容に相応してい
るのです。

事業統括 塚越一彦

私からのメッセージ



プロジェクトの概要
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Spring! Doshisha 「春風の会」（同風会）

Spring! Doshisha 「春風の会」（同風会）の

メンバーに課せられた使命は、

同志社から新しい風を起こすこと！

科学技術振興機構（JST）「次世代研究者挑戦的研究プログラム」
Support for Pioneering Research Initiated by the Next Generation “Spring”

同志社大学「同志社大学大学院博士後期課程次世代研究者挑戦的研究プロジェクト」
Support Program for Pioneering Research Initiated by the Next Generation 
Researchers in Doshisha University Doctoral Course “Spring! Doshisha”
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取り組んでいただきたいこととPJ支援

★異分野の研究者、社会人との共修
★異分野の研究に触れる、研究者間のネットワーク作り

研究の融合的発展、新領域開拓へチャレンジ

自らの研究を異分野の研究者にわかりやすく説明する

★自らの研究が世界でどのようなポジションにあるのかを知る
★海外の研究者へのアプローチ、渡航、討論

海外研究者との協働、切磋琢磨できる国際人へ

海外活動支援

ALA科目群、、異分野交流会

プロジェクト内競争的資金

各種研修メニュー
成果報告会



皆さん、一人ひとりのチャレンジ、

 挑戦する気持ちを持ち続けようと思う（挑戦性）

 融合が生む新たな領域を切り開きたい（創造性）

 世界を意識しそれを行動に移すべきだ（国際性）

 自らのキャリアは自らの一歩で始める（自主性）

そのチャレンジを

“Spring! Doshisha”が、しっかり支援します。
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同志社から新しい風を起こせ！


